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１
月
1
2
日
、
Ｈ
万
人
以
上
ア
、
ペ
ル
犬
ネ
パ
ー
ル
の
各

の
死
者
と
２
２
０
万
人
に
及
支
部
か
ら
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

ぶ
被
災
者
を
出
し
た
大
地
震
派
遣
に
加
え
て
、
ボ
リ
ビ
ア
、

が
ハ
イ
チ
の
首
都
ポ
ル
ト
ー
イ
ン
ド
両
支
部
の
医
療
チ
ー

プ
ラ
ン
ス
近
郊
で
発
生
。
前
ム
が
待
機
し
て
い
る
つ
ハ
イ

り　た代
11
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ﾌ
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通
信
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
、

そ
し
て
民
間
団
体
の
受
け
入

れ
な
ど
が
不
可
能
と
な
っ

た
。
４
０
０
０
入
の
武
器
を

待
っ
た
脱
獄
囚
人
に
加
え

て
、
前
ア
リ
ス
テ
ィ
ド
大
統

領
が
一
斉
蜂
起
を
期
待
し
て

市
民
に
配
っ
た
が
回
収
さ
れ

て
い
な
い
銃
器
。
そ
の
回
収

と
治
安
を
目
的
と
し
た
国
運

ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

豊
富
な
救
援
物
賢
が
あ
り
な

が
ら
、
配
布
シ
ス
テ
ム
の
不

備
が
招
い
た
格
差
。
大
き
な

ビ
ル
ほ
ど
死
臭
が
ひ
ど
い
が

れ
き
の
街
。
4
0
万
人
の
郊
外

移
住
計
画
に
必
要
な
2
0
万
個

の
テ
ン
ト
。
誰
が
ど
こ
か
ら

搬
送
す
る
の
か
。

　
１
月
1
5
目
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

日
本
か
ら
第
一
陣
を
ド
ミ
ニ

カ
共
和
国
の
首
都
サ
ン
今
ド

設40医き救るル　点都ラＣ介のサレチ
さ.tlｷ療た援米｀ク１’を市ンＩさはム国
れ地ヂこ物国に月持サスでれ｀ヽを内
た点１と資の米22っンのあたカ受で
国のムかが医犀日てマ北る非宅けＡ
迪ゴは∇ら大療のにいル西・営ダ入Ｍ
管ナさｙ量ス服は･るク90ポ利支｡れt）
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地ブにM.入ッ下サ　活にjﾄ体かく医
域に北Ｄっフにン　動あ「Ｃられ療
医｀開にＡてとあ･マ　ぐ拠るプＥ紹たヂ

療
施
設
へ
と
移
動
し
た
。
そ

こ
で
は
警
護
、
宿
舎
そ
し
て

食
事
な
ど
が
提
供
さ
れ
た
。

最
適
な
活
動
拠
点
で
あ
る
。

日
本
を
出
発
す
る
前
、
筆
の

保
護
の
な
い
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
。

ハ
イ
チ
国
内
で
は
国
速
筆
に

保
護
さ
れ
て
い
る
国
運
管
轄

地
域
内
と
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

国
境
地
帯
の
医
療
機
関
を
拠

点
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
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ハ
イ
チ
で
の
救
援
医
療
は
、
ポ
ー
ツ
は
野
球
と
サ
ッ
カ
ー

″
出
口
の
な
い
人
道
支
援
″
に
　
で
あ
る
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

な
る
可
能
性
が
高
い
。
今
後
に
は
、
１
９
９
０
年
に
設
立

の
方
針
の
決
定
の
た
め
だ
っ
　
さ
れ
て
以
来
、
日
本
野
球
界

た
‐
‐
０
治
安
を
確
保
し
て
必
要
に
人
材
を
提
供
し
て
い
る
広

な
医
療
を
提
供
で
き
る
の
島
カ
ー
プ
の
野
球
ア
カ
デ
ミ

か
。
ハ
イ
チ
国
内
か
、
国
境
地
１
が
あ
・
る
。
ド
ミ
ニ
カ
日
系

帯
か
一
息
対
応
医
療
か
、
・
「
移
民
協
会
と
協
議
の
上
、
少

般
医
家
か
。
国
境
に
あ
る
人
年
や
社
会
人
野
球
交
流
推
進

□
１
万
人
の
町
ヒ
マ
ニ
の
病
に
よ
り
ハ
イ
チ
の
復
興
支
援

院
を
視
察
し
た
。
各
国
の
医
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
決
定

療
チ
ー
ム
が
活
動
む
て
い
し
た
。

だ
。
ロ
シ
ア
か
ら
と
お
ぼ
し
　
政
策
提
言
を
し
た
い
。
カ

立
病
院
に
、
義
肢
セ
ン
タ
刈

Ｉ
プ
の
あ
る
広
島
県
と
国
際

貢
献
推
進
条
例
の
あ
る
岡
山

県
の
両
知
事
が
、
遣
州
制
を

念
頭
に
置
い
た
両
県
民
の
融

和
の
た
め
に
、
少
年
野
球
チ

ー
ム
を
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に

派
遣
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
は
、
台
湾
、
韓
国

か
ら
も
少
年
野
球
チ
ー
ム
を

派
遣
し
て
は
ど
う
か
。
「
ハ
イ

チ
復
興
支
援
！
　
野
球
交
流

推
進
」
は
東
ア
ジ
ア
共
同
体

推
進
へ
の
布
石
に
な
る
可
能

を
置
く
こ
と
を
決
め
た
。
下
性
も
あ
る
。
大
き
な
破
壊
は

緊
失
っ
て
歩
け
な
い
斎
者
大
き
な
創
造
へ
の
第
一
歩
と

は
、
ハ
イ
チ
で
は
究
極
の
社
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
シ
バ
神

会
弱
者
に
な
る
お
そ
れ
が
高
の
示
唆
で
あ
る
。
誇
大
妄
想

い
か
ら
で
あ
る
。

　
ハ
イ
チ
復
興
支
援
の
鍵
は
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だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
一

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
一


	page1

